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情報で観光を実学する!  

 観光は現在、以前のパック旅行から、「個」を中心とした観光に大きくシフトしている。このシフ

トを促したのが、インターネット利用を中心とした「情報」である。以前は、見所などもあらかじ

めセットされた内容で観光していたが、今日は個々が、宿泊地、交通手段を個人手配するのはもち

ろん、観光地の情報も、インターネットやそこにいる観光客からの動的情報を得て臨機応変に観光

している。 

 また、我が国は今日、観光を産業資源として、外国人の来訪を積極的に進めようとしている。この

ような状況の中、観光を情報の切り口からとらえて体系的に学び、実学に結びつけるのは急務であ

る。本書はこのような視点から、観光情報学という新たな領域を具体的な事例を数多く例示しなが

ら解説している。観光情報に関心のある読者はもとより、観光資源をいかに活用しようかと考えて

いる読者にも最適の書である 
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